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外 科領 域 にお け るBMY-28100の 臨床 的検 討

加藤繁次 ・小野成夫 ・田中豊治 ・竹中能文

東京歯科大学外科学教室*

新しく開発された経口用セファロスポリン系抗生物質であるBMY-28100を17例 の外科的感染症に

使用し,そ の臨床的効果,細 菌学的効果,自 他覚的副作用ならびに臨床検査値への影響を検討 した。

本剤の投与方法は,全 例に1回 量250mgを1日3回 食後に経口投与し,投 与日数は4日 より10日

であった。

臨床的効果は著効1例,有 効15例,無 効1例 で有効率は16/17(94.1%)で あった。

本剤に起因すると思われる自他覚的副作用ならびに臨床検査値異常は認められなかった。
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BMY-28100は プリス トル ・マイヤーズ研究所株式会

社で開発された経口用セファロスポリン系抗生物質であ

る。本剤の化学構造は,Fig.1の ご とく,セ フェム骨格

の3位 にl-propenyl基 を有する。本剤は,in vitro抗菌力

試験においては,グ ラム陽性菌,陰 性菌に対 し広範な抗

菌スペクトルを示 し,特 にグラム陽性菌に対 しては,強

い抗菌力を有する。

今回我々は特にグラム陽性菌が検出される確率の高い

外科領域の感染症に本剤を使用し,そ の臨床的効果,細

菌学的効果,副 作用,臨 床検査値への影響について検討

したので報告する。

I.研 究 方 法

1987年5月 より1987年10月 まで,東 京歯科大学市川

総合病院外科で外来加療を施行 した外科的感染症のうち

17例 を対象とした。

本剤の投与方法は,全 例に1回 量250mgを1日3回 食

後に経口投与 した。投与 日数は最短4日 から最長10日

で,総 投与量は3.09よ り7.59で あ った。臨床効果は,外

科的処置の有無にかかわらず,本 剤投与後3日 以内に感

染症に関する自他覚症状,所 見の改善がみられたものを

著効(Excellent),同 症状,所 見の改善に4日 以上8日 間

以内を要したものを有効(Good),同 症状,所 見の改善に

8日 間以上要 したものをやや有効(Fair),同 症状,所 見

が本剤投与にもかかわらず不変または増悪 したものを無

効(Poor)と した。

細菌学的検討は,膿,浸 出液等の好気性およびガスパ

ック法による嫌気性培養によった。副作用は,嘔 気,下

痢等の消化器症状,ア レルギー性皮膚反応等の自他覚所

見より判定 し,併 せて投与前後の末梢血の赤血球数

(RBC),白 血球数(WBC),血 小板数(Plts),血 清GOT,

GPT,AL-P,BUN,Creatinineの 変動 を検討 した。

II.成 績

対 象 と した外 科 的 感 染 症 と して は,療 疽4例,感 染 性

粉 瘤4例,急 性 化 膿 性 乳 腺 炎3例,肛 門 周 囲膿 瘍2例,

刺 創 後 創化 膿 症2例,臀 部 膿 瘍1例,下 腿蜂 窩 織 炎1例

の 計17例 で,年 齢 は18歳 よ り72歳 に わ た り,男 性9例,

女 性8例 で あ った(Table 1)。

療 疽 に対 して は,著 効1例(症 例3),有 効3例(症 例1,

2,4)で,有 効 率4/4(100%)で あ っ た。 全 例 に切 開 排 膿

術 が施 行 され て お り,全 例 に細 菌 学 的 検 討 が な され た結

果,Staphylococcus aureus(以 下S.aureus)1株,Staphylo-

coccus epidermidis(以 下S.epidermidis)1株,Staphylococ-

cus hominis 1株,Enterobacter cloacae 1株Peptostreptococ-

cusspp,1株 が検 出 され たが,そ れ ら はす べ て投 与 後 消失

した 。

感 染 性 粉 瘤4例(症 例5,6,7,8)に 対 して は,そ の 臨

床 効 果 は す べ て 有 効 で 有 効 率4/4(100%)で あ った 。4

例 と も投 与 前 に 切 開排 膿 術 が施 行 され て お り,全 例 に 細

菌 学 的 検 討 が 成 さ れ た 結 果,S.epidermidis 1株,

Corymebacterium spp,1株,Peptostreptococcus magnus(以 下

P.magnus)1株,Peptostreptococcus spp.1株,Propionibac-

terium spp.2株 が 検 出 され,そ れ ら は投 与 後 す べ て 消 失

した。

Fig. 1. Chemical structure of BMY-28100.

*市 川市菅野6-7-1
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急 性 化 膿 性 乳 腺 炎 に 対 して は,有 効2例(症 例9,

11),無 効1例(症 例10)で 有 効 率2/3(66.7%)で,2例

に対 し本 剤投 与 前 に切 開 排 膿 術,1例 に対 して や は り投

与 前に膿 瘍 穿刺 が 施 行 され た。 得 られ た膿 の 細 菌 学 的検

討で は,1(LebsieUa pneumoniae(以 下K.pneumoniae)1株,

P.magnus 2株 が 検 出 され た。P.magnus 2株 に つ い て

は投与 後消 失 したが,K.pneummiaeは 消 失 しな か った 。

肛門周 囲膿 瘍2例 に対 して,そ の 臨 床 効 果 は 有 効2例

(症例12,13)で 有 効 率2/2(100%)で あ った 。 本 剤 投 与

前 に2例 に対 して 切 開 排 膿 術 が 施 行 さ れ,Escheric励

coli(以下,E,coli)2株,Morganella morganii 1株,Bacter-

oides fragilis 2株 が 検 出 さ れ たが,こ れ らの 菌 は 投 与 後 す

べて消 失 した 。

刺創 後創 化膿 症2例 に対 して,そ の 臨 床 的 効 果 は,有

効2例(症 例14,15)で 有 効 率2/2(100%)で あ っ た 。投

与前 に 施 行 され た,切 開 排 膿 術 の 際 得 られ た膿 よ りS.

aureus 1株,E.coli 1株 が検 出 され た が,細 菌 学 的 効 果 は

消失 であ った 。

皮 下膿瘍 は臀 部 膿 瘍 の1例 で,そ の 臨床 的 効 果 は有 効

(症例16)で あ っ た。 投 与 前 に 施 行 さ れ た 切 開 排 膿 に よ

りPeptostreptococcus micros 1株,Bacteroides bivius 1株

Eubacterium spp.1株 が 検 出 さ れ た が,細 菌 学 的 効 果 は

消失 であ った。

下 腿の 皮膚 軟 部 組 織 蜂 窩 織 炎 は1例 で そ の 臨床 効 果 は

有 効(症 例17)で あ っ た。 本 症 例 に対 して 外 科 的 処 置 は

施行 しなか った。

以上17例 中著 効1例,有 効15例,無 効1例 で,本 剤

投与により臨床効果が得 られたのは16/17(94.1%)で あ

った(Table 1)。17例 中細菌学的検討が施行 された16例

について,起 炎菌 と考えられる臨床分離菌は15菌 種24

株 で,そ の内訳は,好 気性グラム陽性球菌5株,好 気性

グラム陽性桿菌1株,好 気性グラム陰性桿菌6株,嫌 気

性菌12株 であった。本剤による細菌学的効果を検討す

ると,K.pneumoniae 1株 が不変であった以外,消 失 し

てお り,菌 の消失率 は23/24(95.8%)で あ った(Table

2)。

III.副 作 用

本剤投与によるものと考えられる悪心,嘔 吐,下 痢な

どの消化器症状,発 疹などのアレルギー性皮膚反応,そ

の他の自他覚所見は全例に認められなかった。

IV.臨 床検査値への影響

本剤投与前後に末梢血(白 血球数,赤 血球数,血 小板

数)の 検討されたのは15例 で,本 剤投与によるものと考

えられる異常値は認めなかった(Fig.2)。 また本剤の肝

機能に対する影響を検討するために,投 与前後の血清

GOT,GPT,AL-Pの 変動 を10例 を対象として検討 した

が,や はり本剤投与によるものと考えられる異常値は認

めなかった(Fig.3)。 また,7例 において腎機能に対す

る影響を検討する為に,投 与前後の血清BUN,Creati-

nineの変動を検討 したが,本 剤によるものと考えられる

異常値を認めなかった(Fig.4)。

V.考 察

新しく開発された経口用セファロスポリン系抗生物質

であるBMY-28100は,グ ラム陽性,陰 性菌に対 し広範

Table 2. Isolated organisms and bacteriological effect of BMY-28100
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WBC RBC Pits.

Fig. 2. Hematological changes after BMY-28100 administration.

GOT GPT Al-P

Fig. 3. Changes in liver function after BMY-28100 administration.

BUN Creatinine

Fig. 4. Changes in renal function after BMY-28100 administration.



VOL.37 5-3 BMY-28100の 臨 床 的 検 討 689

囲 な抗 菌 ス ペ ク トル を 示 し,特 に,ε.aureus,Stnpto-

coccus pyogenes,Streptococcus pneumoniae,な どの グ ラ ム

陽性菌 に対 して優 れ た抗 菌 力 を示 す。 また グ ラ ム陰 性 菌

で ある,E.coli,K.pneumoniaeやHaemophilus infzuenzae

に対 して もcefaclorと 同 等 以 上 の抗 菌 力 を示 す 。 したが

って,外 科 領 域 の 感 染 症 に 対 して 本 剤 を使 用 した場 合,

一定 程度 の有 効 性 を期待 で き る。

今 回 我 々 の症 例 に お い て も17例 中,著 効1例,有 効

15例,無 効1例 で16/17(94.1%)と 高 い 臨 床 的 有 効 率

を示 した。 無効 で あ っ た1例 は 起 炎 菌 と してK.pneumo-

niaeが 検 出 さ れ た 急 性 化 膿 性 乳 腺 炎 で あ り,本 剤1日

750mgを10日 間投与 したにもかかわらず排膿が消失 し

なかった。本剤の細菌学的効果を菌消失率でみると,

23/24(95.8%)で あった。

経口用抗生剤は外来で使用される頻度が高く,充 分な

安全性の確立がなされねばならないが,今 回の17例 の

検討においては,本 剤に起因するものと思われる自他覚

所見は認められず,末 梢血,肝 機能,腎 機能への影響 も

なく,安 全性の高い抗生剤と考えられた。
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We performed clinical and laboratory studies on BMY-28100 in 17 patients with surgical infections and obtained the

following results.

BMY-28100 was administered orally at a daily dose of 750 mg for 4-10 days.

Overall efficacy was excellent in 1, good in 15 and poor in 1 patient, the efficacy rate being 94.1% (16/17).

No adverse effects (subjective or objective) or abnormal findings in laboratory parameters were observed.


